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RI テーマ「"ROTARY SERVING HUMANITY"（人類に奉仕するロータリー）」 

club テーマ「 真 心 の 奉 仕 と 親 睦 の 輪 」 

 

    第 1986 回 2 月 9 日 (水)     

ラマ・ビクラム君卓話 

 

 

 

 第 1987 回 2 月 14 日 (火)  

     韓国訪日団学生クラブ訪問 

 

 

 

 

NO.18 

TODAY 

next week 

  

 幹事報告         小林  忠 
1.1 月例会スケジュール 

1/25 地区職業奉仕部門委員会卓話 

2/1⇒2/3 節分例会 

2/8⇒2/9 ラマ・ビクラム君卓話 

2/15⇒2/14 韓国訪日団学生クラブ訪問 

2/22⇒2/24 IM 

2. 1 月ロータリーレート ＄1＝116 円 

 

 

 

 会長挨拶         磯  利昭 
追悼記念週間(Mourning Commemoration Week) 

1990 年度からＲＩ理事会は毎年１月 

27 日(ロータリーの創立者ポール・ 

ハリスの命日)をふくむ週を、物故ロ 

ータリアンの冥福を祈り、生前の貢献 

を記念する週間として追悼記念週間に 

設定しました。 

 今月のロータリーのテーマは、職業 

奉仕月間です。世界中には多くの奉仕団体があります

が、職業奉仕という考え方は、他の奉仕団体にない、

ロータリー特有の主義主張で、だからこそロータリー

の金看板といわれています。では、職業奉仕とはなん

でしょうか？仕事をすることが職業奉仕ではありま

せん。「職業を通じて社会に奉仕するのが、ロータリ

ーの職業奉仕」なのです。400 年前には鈴木正三の「万

民徳用」がありました。皆様もご存知の、近江商人の

「売り手よし、買い手よし、世間よし」という「三方

よし」の経営理念は、 商取引においては、当事者の

売り手と買い手だけでなく、その取引が社会全体の幸

福につながるものでなければならないという考えで

す。ドラッカーが企業の社会的責任に関して、その理

論で彼の右に出るものはいないといわれた渋沢栄一

の「公益第一、私利第二」の考え方もありました。つ

まり、日本という国は、企業倫理において先進的な取

り組みをしてきたと言えると思います。なにが企業倫

理なのか社会的責任なのかを考えるとき、ロータリア

ンにはとてもわかりやすいものがあります。それは

「四つのテスト」です。ロータリーには、その誕生か

ら、根底に「倫理基準を遵守すること」、言い換えれ

ば「四つのテスト」の思想が流れているのです。 

 出席・ニコニコ報告 森田 康之委員長 
佐藤志郎様 本日はよろしくお願いたします 

磯  利昭 佐藤地区職業奉仕委員様本日の卓話よろ

しくお願いいたします 

小林  忠 佐藤志郎様卓話よろしくお願いします 

大杉 能弘 佐藤様本日は卓話ありがとうございます 

切通 勇次 佐藤様卓話よろしくお願いします 

田中 一任 本日もよろしくお願いします 

谷口  顕 お客様ようこそ 

延島 三男 佐藤様卓話楽しみにしております 

藤原 忠雄 寒くなりましたね 風邪を引かないよう

気を付けましょう 

槙  孝夫 佐藤様卓話よろしくお願いします 

増田  徹 佐藤様本日はよろしくお願いします 

山口久仁幸 佐藤様今日はありがとうございます 

森田 康之 佐藤様卓話を楽しみにしています 

 

  12 口 16,000 円 累計 445,500 円 

 

会員 出席 計算 MU % 

20 13 16 1 87.5 

 
 

 

財団 PHF4 回目     社会福祉事業へ 

山口久仁幸会員   川口市より表彰状 


